
とで、本来必要ないかもしれない隙間に気付くことができたり、生産工程
上開ける必要があってもその面積を狭くしたり壁を入れるなどの改善提案
を設計部門にできるようになりました。

気密性試験では、隙間の総量を簡便に評価できる一方、奥にある隙間は
見つけづらく、車体内外を結ぶ経路の可視化はできません。また、実車試
験ですから完成車ができた後工程でしか対応ができません。これに対し
て、Elsyca LeakageMasterを利用すれば設計の早い段階で隙間を検出
できますので、問題点を早期に解決してコストを削減できるほか、次期モ
デルにもそれを反映できるということで役立っています。

リーク経路解析によって、隙間の位置の予測は可能になりましたが、隙間
による気密性への影響についてはわかりません。そこで、車体の等価開口
面積を予測して、隙間の影響を定量的に評価できる手法を開発しました。
Elsyca LeakageMasterは、リーク経路でどういう穴を通ってきたかを出
力してくれますが、その際に一番狭まった場所もわかります。そこが一番ボ
トルネックになる箇所と考えられるので、その場所の面積を足し合わせれ
ば車両から外へ漏れていく空気量が推定できると仮定しました。図３は、
車形の異なる3車種について、その解析から導いた推定値と実験値と比較
したものです。推定値より実験値が若干大きいものの、誤差は最大１５％
程度となっており、車両毎の等価開口面積の大小の傾向も良く予測できて
いました。このように解析結果からリーク経路の気密性への寄与の評価を
行うことで、隙間の総量だけでなくどの隙間が大きな影響を与えているか
も把握することができるようになりました。

次に、MPVを対象に、解析で検出したリーク経路の隙間（図４）を塞いで
車体内部の静粛性への影響を確認しました。走行試験によって車内音の

効果は上がってきておりますか。

導入前は、実車が出来上がってから騒音に気付いて現物を確認すると穴
があるという状態でした。また、車種によって隙間や穴の場所は大体似て
いるのですが、たまに特殊な場所に穴が開いている場合もあります。それ
を目視で見つけるのは相当苦労しますが、Elsyca LeakageMasterを使え
ば、意外な場所に穴があることが判明したということもあります。そこはや
はりCAEの力だと思いました。解析結果は直感的でエビデンスとしても説
得力があるため、問題箇所を提示して設計者へ修正を依頼しやすいです。
例えば、流線表示でビジュアル化して見せると、反応が良くすぐに直します
と言ってくれる人が増えました。現在、開発車種の隙間の管理をElsyca 
LeakageMasterで行っており、今年も生産車のモデルを何種類か検証し
ました。今後の開発車にも標準的に使っていく予定です。導入して約4年に
なりますが、トータル的に実用レベルには達していますので、開発車種や
生産車種で実験と比べながら使い、今後はユーザーをもっと増やそうと
計画しています。

具体的な解析事例をご紹介ください。

遮音性向上のために、実車の気密性試験とリーク経路の検出を解析した
事例をご紹介します。図１は、気密性試験の実施の様子です。ブロワで車
室内に空気を送り込むと、車体各所の隙間から空気が漏れ出します。この
位置を探索して隙間位置を確認したり、隙間を一つ一つ塞ぎながら差分
を見ることで寄与を評価しています。

それに対し、Elsyca LeakageMasterでリーク経路解析を行うと、図２のよ
うにドアの周りやドアハンドル部に漏れがあることを確認できます。また、
下方にある車内に入った水を抜くための穴や、塗装工程時の塗料を抜くた
めの穴、そしてバンパーを取り付けるためのクリップの穴なども検出できま
す。さらに細かく見ると、板金を曲げやすくするために落とした角の隙間
や、テールゲート周辺の水抜き穴の存在もわかります。これらを見ていくこ
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ご所属部門についてご紹介ください。

わたしたちの部門は、振動騒音に関わる基礎
研究、先行研究、車両計画、車種開発などを担
当しており、その手段として現物や実車を使っ
た実験や予測技術としてのCAEを行っていま
す。同じ建屋にCAE用の端末もあれば開発前
や先行開発の車もあるので、実車を見ながら予
測技術を上げて性能や商品力の向上に役立て
ています。また、テストコースも併設しており、解
析結果を実車走行ですぐに確認できるのが利
点です。CAEでは振動騒音以外にも強度や衝
突などを担当する部門があり、それぞれの機能
毎に複数のCAEソフトウェアを利用していま
す。振動騒音の部門ではリーク経路検出に
Elsyca LeakageMasterを利用しています。

Elsyca LeakageMasterを導入されたきっか
けをお聞かせください。

近年、燃費向上やコスト削減のために車の軽量
化が進んでいますが、その上で静粛性を保つた
めには、吸遮音材の使用とあわせて、音の侵入
自体を効率的に減らすことも重要です。そのた
めには、車体にある隙間や穴の位置を検出し、
侵入する音の量を評価することが必要ですが、
以前は、実車やCADモデルで隙間がありそうな
場所を目視で探していました。しかし、そのよう
な隙間は、板金合わせ面やクリップ穴、排水用
の水抜き穴なども含めて非常に多く存在するた
め、目視で行うにも限界があります。さらに、実
車が出てきてからでは遅いので、試作車が完成
する前にシミュレーションで検出したいという
要望があがるようになりました。そこで、車体隙
間や気密性を解析できるCAEを探していたとこ
ろ、Elsyca LeakageMasterに出合いました。他
にも同様のソフトウェアで完全に密閉空間かど
うかを検証するものはありましたが、穴の位置
や車体内外を結ぶ経路を詳しく評価できるソフ
トウェアはElsyca LeakageMasterしかなかっ
たので、それが決め手になり導入に至りました。

比較を行ったところ、隙間を塞ぐ前（Normal）と塞いだ後（Infilling）で、周
波数領域全体にわたって１ｄB前後の改善が見られました。

解析結果による設計変更はどの程度行われるのですか。

事例でもご紹介したとおり数か所は検出されるので、それを設計変更に
反映しています。しかし、設計変更は他の性能や要件にも因りますので、工
程によって設計はどんどん変わり、前にはなかった隙間が追加されること
もあります。例えば、電着塗装の工程では、塗料の電着付きまわり性を良く
するために、穴を多く開けたいという要望があります。一方でわたしたち
は、穴はできるだけ減らしたいので、設計の各段階で経路解析を行って、
不要な穴は増やさないようにこちらから先に働きかけて未然に防ぐという
ような取り組みをしています。これまでは、できてしまった穴を後で塞ぐと
いう対応だったのが、事前に作らせないようにできるようになったという点
で有効活用できています。

今後どのような活用をご検討されていますか。

今回整備したモデルはデータベース化して残しているので、次期開発車の
初期検討などにも活用していきたいと思っています。また、CAEを使ってい
ても実際のものを見て評価することは今後も大事だと思っていますので、
解析フロアに実車のある現場があるわたしたち独自の環境を生かし、バー
チャルは活用しつつ現物を見る癖は続けていきたいです。CAE領域で言え
ば、流体解析などの他の分野ともコラボレーションしていけたらと考えて
います。

長年ご利用いただいているCAE製品を今後も効果的に運用いただけるよ
うに、SCSKとしても使い方や導入支援など一層の技術サポートをさせて
いただきたいと思います。この度はご協力下さり誠にありがとうございま
した。
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